
 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行者：坂本連合町内会  

２０２６年  ２月号 

月号 
 

**この広報誌の3/4は町民の為の媒体（メディア）です、自由に使って下さい。例えば「旅行記」や何かの「体験談」や 

詩や俳句・短歌、短編小説、QRコードを貼り付けてインスタグラム紙面版？も 勿論ご意見や地域の課題提言など硬派も 

歓迎です。この街のちょっとしたトピックなども拾って頂けると嬉しいです。 

お問合せ寄稿は メールで（csc_taka@yahoo.co.jp） 編集責任者 斉藤隆親（連合町内会総務担当）  

建築塗装のご用命は 

    木木木   田田田   塗塗塗   装装装   （（（坂坂坂本本本町町町 333---111666）））   

地元坂本で長い実績があります。親切丁寧をモットーにしております。 

お見積もりは勿論無料で行っております。是非一度お気軽にお電話下さい。 

 代表 木田 清代治 Tel 090-4677-1058/046-824-3924 

 

ちびっこ広場 

  2 月 16 日（月） 

10：00～11：30 

会場：坂本連合町内会館 

未就園児のお子さんと保護者のお遊び会です 

港南地区社会福祉協議会 
 

 

         

 

  新年も、あっという間に２月に入り、いよいよ本格的な活動が始まります。　

今、予定されていますのは、２月２２日（日）の桜小学校避難所運営訓練（１，２，４丁目、

プランヴェールが対象地域）及び３月２２日（日）坂本中学校避難所運営訓練（３，５，６

丁目、坂本台団地が対象地域）です。坂本では二つの学校が避難所に指定されており、

連合町内会として、上記のように、各町内会・自治会の避難所を指定しております。

　大災害発生の際、まず皆さんは一時避難所である各町内会館・自治会館へ避難します。

そこで、町内会・自治会では、周辺の状況把握に努め、家屋が損壊された人達を集めて、

　

そして避難所に避難された人達の避難所運営が第二段階の行動となり、この訓練を行う

事が避難所運営訓練なのです。皆さんは第一段階から第二段階への流れについての認

識はお持ちでしょうか。各町内会・自治会単位で確認頂きたいと思います。　また、避難所

運営訓練は、連合町内会が始めて１０年以上が経ち、回を重ねていく中で、様々な課題が

浮かんできました。しかし未だに解決には至っておりません。ただ、同じ訓練を繰り返して

いくうちには、その不合理さが改善され、やがては新しい方策が生み出されていくと、私は

確信していますが、皆さんは如何でしょうか。近々、各町内会・自治会から訓練のお知らせ

が出ましたら、ぜひ訓練に参加されますよう、お勧め致します。

　連合町内会の活動は、この防災活動に限らず、防犯活動やクリーン活動、そして福祉活

動にも及んでいます。しかし、防災活動を前面に出したのには訳があります。

大震災が発生した現場の映像の中に、避難所の片隅でぐったり座り込んでいる人々の姿を

見た時に、何か手を差し延べたい衝動に駆られた人は大勢居るのではないかと感じた事が

あります。また、無人になった被害家屋への侵入事件の報道なども聞かされます。

それらの災害報道を見るに付け、今まで取り組んできた防災活動に対して、さらに福祉活

動や防犯活動の内容を加味した事を考えていく必要を感じた為です。

　1月27日に、坂本赤十字奉仕団主催で開催したけがの手当の短期講習会も、自助、共助

に、少しでも役に立てればとの思いをもって学ぶ大切さを知って頂きたいとの思いで企画し

ました。年数回は開催したいと思っています。そしてその企画立案に携わるスタッフも募って

います。ぜひ、ご協力下さいますよう、よろしくお願い致します。

坂本連合町内会　井上善次

それぞれ指定された避難所へ集団避難を誘導します。これが第一段階の行動です。

　　　　　　令和８年の連合町内会活動は防災から・・・

 

 

 お問い合わせ 

港南ボランティアセンター 

℡（８２２）５２９４ 

開所日：火曜・金曜 

    午前 10 時～午後 3時 

インスタを 

 ご覧ください 

 

 

 令和太鼓 in 大六天神社 元旦 
 

「今年はメンバーも増えて、坂本本来のお囃子を演奏するこ

とができました。楽しかったで〜す(^^)」 

坂本連合町内会・防災部主催 

   「避難所運営訓練」 

 ＊２月２２日（日）９時：３０～ 

  於：桜小学校 

  主に１，２、４丁目、プランヴェール対象 

 ＊３月２２日（日）９時：３０～ 

  於：坂本中学校 

  主に３，５、６丁目、台団地対象 

 

坂本地域運営協議会主催 

 「新緑を楽しむ会」 開催日程 

 ５月２４日（日）坂中第２体育館予定 

  

2月１日（日）初午祭 

  大六天神社・境内稲荷神社 

  １１時 祝詞奏上 

 

  

   「やさしい民謡講座」 

昔から親しまれている郷土民謡

を唄ってみませんか？ 

誰もが聞いたことがある花笠音

頭やソーラン節などの有名な民

謡を覚えて、お友達や家族にア

ッと驚かせましょう! 

 

日時 毎月１回土曜日 

 11 時〜12 時活動場所  

池上コミニティセンター 

対象者 男女年齢不問 

講座料 1000 円 

(テキスト、施設料含) 

080-5734-1522  小笠原 

mailto:csc_taka@yahoo.co.jp
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地元業者ならではの「信頼を大切に！」をモットーに頑張っております。 

塗装・リフォームのことならおまかせ下さい。お気軽に無料見積もり 

 お申し付け下さい。             Fax  046-822-4995 
 横須賀市坂本町 6丁目 30 番地 TEL 046-801-1250 

代表 秋本利晴 
携帯 080-5465-9324 

080*5465*9324 

1/15(木) 坂本防火・防災クラブ活動報告 

坂本防火・防災クラブ主催、横須賀市役所危機管理課による出前トーク『避難所運営について〜多様な視点か

ら』。実際震災が発生した状況を、スライドの写真でイメージしながら具体的に考える貴重な機会になりました。市

役所や町内会が助けてくれるわけではなく、”全員が被災者である”ことを自覚すること。避難者のとるべき行動を

写真や視覚的に分りやすいカードに纏めた”アクションカード”。ダンボールベッド、トイレカー、避難者の安否確認

をする避難者カードの適切な使い方、日本語が苦手な方へ、イラストを指さして意思表示をするコミュニケーショ

ンボード。たくさんの学びがありました。クラブ員数名の非常用持ち出し袋の中身を皆さんで確認して、こういうも

のがあると便利！こういうものも追加しても良いかも？等々、様々意見も出ました。町内会をはじめとする一般参

加の皆さまにも多くご参加いただき、有意義なひとときとなりました。 

 

 

 
1/27 赤十字奉仕団坂本分団主催  「応急手当講習会」報告 

 

  

 

2026 年 2 月号 Ｖｏｌ－182 広報さかもと 

赤十字奉仕団坂本分団について 

日本赤十字の裾野の組織として地域に根付いている組織です。大災害時での自身を含めて、けが人の対処にどうしても身近 

にいる皆さんの手助けが必要になります、活動を通して大災害に備えるため、今後はこの赤十字奉仕団坂本分団の活動を 

増やしていきたいと思います。皆様のご協力、ご支援を宜しくお願いいたします。 

 


